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一般社団法人日本健康心理学会  

第 28 回大会のご案内 (第 1 号通信) 
 

 
ご 挨 拶 

～健康心理学によるエンパワメント～ 
 

このたび日本健康心理学会第 28 回大会を、桜美林大学町田キャンパスで開催させて頂くことになりまし

た。日程は、2015 年 9 月 5 日～6 日の 2 日間に設定致しました。 

桜美林大学は文化女子大学(現在文化学園大学)とともに、2000 年に日本で最初の「健康心理学科」を設

置致しました。2002 年には大学院に健康心理学専修を設け、専門教育の強化をめざしております。日本健

康心理学会の諸先生方にも力をお借りして、健康心理学の裾野をひろげるべく、博士課程前期・後期の大

学院生の指導・育成に精いっぱい臨んでおります。健康心理学科の発足後 15 年、そしてその後改組があり、

健康福祉学群が設置されてから 10 年の節目に当たる 2015 年度に、学内外の多くの皆様のご協力を得て、

学術大会を開催させて頂くことを大変光栄に存じます。 

少子高齢社会の道を歩む現代のわが国において、人々の健康寿命を延長し、質の高い生活を送ることがで

きるために、健康心理学のエンパワメントは欠かすことができません。本大会は、メインテ－マとして「健

康心理学によるエンパワメント」を掲げました。明るい明日のために、ご一緒に健康心理学によるエンパ

ワ－の方略を検討致したいと考えております。多くの皆様の積極的なご参加と活発な討議を期待しており

ます。 

今大会では、エンパワメントの方法論として着目され、知見が積み上げられている「コ－チング」に焦

点を当て、Sydney大学心理学部コ－チング心理学分野Deputy Director のDr. Michel Cavanagh を招聘し、

“Coaching for Health : a pathway for enhancing outcomes in complex cases” と題する招待講演ならびにワークシ

ョップをご担当頂く予定を組んでおります。 また、桜美林大学は、隣接する相模原市と積極的に連携をと

り、健康の維持増進のための多様なプロジェクトも推進しております。相模原市は、政令指定都市とされ

たばかりの若い市で、チャレンジ意欲が高い行政です。独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）相模

原キャンパスがあり、「はやぶさの故郷 潤水都市さがみはら」というネーミングで、親しまれています。

桜美林大学の最寄り駅 JR「淵野辺」の列車発着音は、「銀河鉄道 999」が用いられています。そのことか

ら、今大会では、国立天文台教授の阪本成一先生に「宇宙と健康(仮題)」という公開教育講演をお願い致し

ました。 

東京郊外の町田市に位置する桜美林大学では、残念ながら 26 回・27 回大会のように魅力的な観光スポ

ットや、おいしい海の幸をお楽しみ頂くことはできませんが、健康心理学研究を活性化させたいという意

欲には自信があります。多くの皆様の積極的なご参加を、大会準備委員会をはじめオ－ル桜美林大学心理

学関係者一同、心よりお待ち致しております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

日本健康心理学会第 28 回大会準備委員長 

桜美林大学教授 森 和代 
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一般社団法人日本健康心理学会第 28 回大会について、下記の通りご案内いたします。 
 
Ｉ 会期・会場 
１．会期 2015 年（平成 27 年）9 月 5 日（土）～6 日（日） 
２．会場 桜美林大学町田キャンパス 
 〒194-0294 東京都町田市常盤町 3758 

○最寄り駅 JR 横浜線淵野辺駅（スク－ルバスまたは路線バス） 
 ※会期中は多摩センター駅からのスクールバスはございません。 

 http://www.obirin.ac.jp/access/machida/index.html 
○宿泊 本大会では、宿泊先の斡旋は行いません。ご了承ください。 

 
Ⅱ 内容 
１．一般研究発表 

一般研究発表は「ポスター発表」形式のみで行います。なお、ポスター発表の一部は、ポスターワークショ

ップになります。プログラムが決まり次第、該当者の方には大会準備委員会よりお知らせいたします。 
「大会発表論文集（CD）への論文掲載」と「当日のポスター発表」の 2 条件を満たすことが公式発表の要件

となります。 
 
２．シンポジウム 
(1) 大会準備委員会企画シンポジウム 

演 題：公開講座「宇宙と健康（仮題）」 
講演者：阪本成一（国立天文台教授） 

 
(2) 学会本部企画 

○本明賞授賞式記念講演（代議員総会） 
○委員会企画（調整中） 
○研修会ならびに認定健康心理士会講演会 

 
(3) 会員企画シンポジウム 

 会員の自主運営によるシンポジウムです。会員企画シンポジウムの申し込み期限は、準備の都合上、   

5月8日(金)とさせていただきます。申し込み方法については、「Ⅲ 大会参加・発表申し込み」をご参

照ください。 
 なお、会員企画シンポジウムは、会場の都合や他のシンポジウムとの関係で調整を行い、お断りをさせ

ていただく場合もありますので、予めご了承ください。採否および調整の結果は、5 月下旬頃までに企

画者にご連絡いたします。 
 

(4) スキルアップワ－クショップ 
○コ－チング、マインドフルネス、TA などのワ－クショップを行う予定です。 

 
３．招待講演 

演 題：“Coaching for Health : a pathway for enhancing outcomes in complex cases” 
講演者：Dr. Michel Cavanagh（Sydney 大学 Deputy Director） 

 
４．その他 
(1) 会員集会：正会員と準会員のみ参加できます。 
(2) 懇 親 会：桜美林大学町田キャンパス内（予定） 

 
Ⅲ 大会参加・発表の申し込みについて 
１．発表者、シンポジウム企画者、シンポジストの資格（以下の点にご注意ください） 
(1) 筆頭発表者は、発表申し込みの時点で正会員であることが必要です。筆頭発表者となるのは 1 人 1 回に限りま

す。ただし、連名発表者についてはこの限りではありません。なお、筆頭発表者が正会員であれば連名発表者

は非会員でも可能です。ただし、非会員連名発表者は、第 28 回大会準備委員会の承認を受ける必要がありま

す。承認の申請方法に関しては、大会ホームページにてご確認下さい。 
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(2) 準会員は、筆頭発表者が正会員の発表においてのみ、連名発表者となることができます。ただし、準会員はシ

ンポジストの資格はありません。 
(3) 学生会員（学部生のみ）は発表者、シンポジストの資格はありません。 
(4) シンポジウムの企画者は申し込み時に正会員であることが必要です。シンポジストは原則として大会時に正会

員であることが必要です。 
(5) 発表者と連名発表者（非会員連名発表者を除く）、並びにシンポジウム企画者とシンポジストの方は 2015 年

度の日本健康心理学会年会費を 2015 年 4 月 13 日(月)までに納入してください。 
(6) 発表者と連名発表者、並びにシンポジウム企画者とシンポジストの方は、大会参加費を 6 月 10 日(水)までにお

支払いください。連名発表者で、大会当日に欠席される場合であっても，大会参加費はお支払いいただく必要

があります。なお、6 月 10 日までにお支払い頂けない場合は、すべて大会当日（6/11 以降）料金となりますの

でご注意ください（下記Ⅲ.4 参照）。 
 
２．申し込み方法 

大会ホームページにて申し込み受付を行います。5月8日(金)までにお申し込みください。 
※お申し込みをすべてインターネット手続きとし、FAXおよび郵送による手続きは行いません。 

 
３．発表論文集原稿の投稿 
(1) 原稿は別紙の「発表論文集原稿作成投稿要領」をご参照の上､作成してください｡なお、大会ホームページから、

発表論文集原稿用のテンプレートファイルをダウンロードすることができます。 
(2) 投稿方法 

 大会ホームページにて投稿受付を行います。5月8日(金)までに投稿してください。 
 投稿時のファイル形式は PDF形式のみでの受付となります。なお、PDF 作成環境のない方は、大会ホームペ

ージ上に PDF 変換用のシステムがありますので、そちらをご利用ください。 
 

４．諸費用の払い込み 
大会にかかわる諸費用は表１のとおりです。 
 

表 1．大会諸費用 

    事前申込(6/10 まで) 6/11 以降･当日 
 1．大会参加費      
  正会員・準会員（院生を含む）・賛助会員 6,000 円  7,000 円  
  学生会員  500 円  1,000 円  
  非会員（院生を含む）  7,000 円  8,000 円  
  非会員（学部生）  （予約なし） 1,000 円  
        
 2．懇親会費（*）      
  一般  4,000 円  5,000 円  
  院生・学部生  2,000 円  3,000 円  
        
 3．CD 発表論文集代（**）  3,000 円  4,000 円  

  （*）懇親会は桜美林大学町田キャンパス内で行う予定です。 
  （**）参加費にはCD 論文集代は含まれていません。 
 

(1) 諸費用は同封の「払込取扱票」を用いて 6 月 10 日(水)までに払い込んでください。なお、払い込まれた諸費用

は、参加取り消し・発表取り消し等、如何なる理由でも返却できませんので、予めご了承ください。ただし、

会員企画シンポジウム不採択の場合はこの限りではありません。 
(2) 第 28 回大会では、紙の発表論文集は作成いたしません。CD 発表論文集を作成し、例年よりも安く販売いたし

ます。参加費にはCD 発表論文集代は含まれませんので、事前に購入申込を行ってください。 
(3) 同封の「払込取扱票」を紛失した場合は、郵便局備え付けの用紙を用いて、申込番号(RN0000)・金額の内訳を

明記のうえ、以下の口座へ払い込んでください。 
   口座番号  00110-7-418308 

    口座名称  一般社団法人日本健康心理学会大会 
      ｲｯﾊﾟﾝｼｬﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝﾆﾎﾝｹﾝｺｳｼﾝﾘｶﾞｯｶｲﾀｲｶｲ 
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(4) 払い込み時に受け取る受領票（コピー可）は、大会当日まで、大切に保管してください。 
(5) 領収書は、大会当日、受付にてお渡しします。 

 
５．昼食について 

昼食は各自ご用意をお願い致します。桜美林大学町田キャンパス周辺には、コンビニ、ファ－ストフ－ド店な

どもございます。 
 

６．申し込み・払い込み等期限 
申し込み・払い込みの期限は次の通りです。 
 参加・発表の申し込み期限      5 月 8 日 (金 ) 
 会員企画シンポジウムの申し込み期限      5 月 8 日 (金 ) 
 発表論文集(CD)原稿投稿期限      5 月 8 日 (金 ) 
 諸費用の払い込み期限       6 月 10 日 (水 ) 
※筆頭発表者は、会員のみとなっております。4 月 13 日(月)までに会員受付をお済ませください。 

※会員登録の完了までにお時間がかかりますので、発表申込の締切日にご注意ください。 
 

IV 今後の予定 
１．プログラムの発送：8 月上旬を予定しております。WEB 上での公開は 7 月上旬を予定しております。 
２．CD 発表論文集の送付：購入予約をいただいた方には、事前に送付いたします。 
 

Ⅴ 日本健康心理学会第 28 回大会に関する情報、およびお問い合わせ先 
１．大会ホームページ 

大会の最新情報は、ホームページにて随時お知らせいたします。また、大会参加のお申し込みや発表論文集

原稿の投稿についても、すべて大会ホームページを通じて行います。 
 

大会ホームページ：http://jahp.wdc-jp.com/conf/28th/ 
 
２．日本健康心理学会第 28 回大会に関するお問い合わせ先 

※お問い合わせは、できるだけ E-mail でお願いいたします。 
 

大会ヘルプデスク（参加・発表申し込み・原稿投稿・諸費用に関するお問い合わせ先） 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 アカデミーセンター 
一般社団法人日本健康心理学会大会ヘルプデスク 
E-mail： jahp-desk@bunken.co.jp  FAX： 03-5227-8632 

 
VI その他 

(1)  認定健康心理士会 
会期中に認定健康心理士会を予定しています。詳しい内容は大会ホームページでお知らせいたします。 

(2)  認定健康心理士研修会 
会期中に認定健康心理士研修会を予定しています。詳しい内容は大会ホームページ等でお知らせいたします。 

 

 大会事務の効率化のため、各種期限の厳守をお願い申し上げます。 
 

この＜1 号通信＞には次の 3 点が同封されていますので、ご確認ください。 
① 日本健康心理学会第 28 回大会のご案内（本紙） 
② 発表論文集原稿作成投稿要領 
③ 郵便振替払込取扱票 

以上 


